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オムロンの経営戦略

２００８年７月８日

オムロン株式会社
代表取締役社長

作田 久男
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目目目目 次次次次

注記

1. 当社の連結決算は米国会計基準を採用しています。

2. 業績見通し等は、当社が現時点で入手可能な情報と、合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等はさまざまな要因により、これら見通しとは大きく異なることがありえます。
実際の業績等に影響を与えうる重要な要因には、（ⅰ）当社の事業領域を取り巻く日本および海外の経済情勢、

（ⅱ）当社製品・サービスに対する需要動向、（ⅲ）新技術開発・新商品開発における当社グループの能力、

（ⅳ）資金調達環境の大幅な変動、（ⅴ）他社との提携・協力関係、（ⅵ）為替・株式市場の動向などがあります。

なお、業績に影響を与える要因はこれらに限定されるものではありません。
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1. オムロンのプロフィール P.3

2. ＧＤ２０１０ オムロンの長期経営構想 P.7
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1. オムロンオムロンオムロンオムロンののののプロフィールプロフィールプロフィールプロフィール
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創業 １９３３年５月１０日

７，６３０億円（２００７年度実績）

６５３億円（２００７年度実績）

従業員数

オムロングループ ３５，４８６人
オムロン株式会社 ５，４０２人
国内関連会社 ６，５２０人
海外関連会社 ２３，５６４人

（２００７年度）

総資産 ６，１７４億円（２００７年度実績）

売上高

営業利益

格付 Ａ１（ムーディーズ）

オムロンオムロンオムロンオムロンののののプロフィールプロフィールプロフィールプロフィール
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事業内容事業内容事業内容事業内容
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制御機器／FAシステム ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙｵｰﾄﾒｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ

：ｾﾝｼﾝｸﾞ機器、ｺﾝﾄﾛｰﾙ機器、ｾｰﾌﾃｨ機器、各種検査装置　等

電子部品 ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ

：ﾘﾚｰ、ｽｲｯﾁ、ｺﾈｸﾀ、液晶ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ、ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ機器用部品

　ﾓﾊﾞｲﾙ機器搭載部品、光通信部品　等

車載電装部品 ｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞｴﾚｸﾄﾛﾆｯｸｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ

：ｷｰﾚｽｴﾝﾄﾘｰｼｽﾃﾑ、ﾊﾟﾜｰｳｨﾝﾄﾞｳｽｲｯﾁ、車載用ﾘﾚｰ

　ﾚｰｻﾞｰﾚｰﾀﾞｰ、タイヤ空気圧監視ｼｽﾃﾑ、電動ﾊﾟﾜｰｽﾃｱﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ　等

社会システム ｿｰｼｱﾙｼｽﾃﾑｽﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ

：自動改札機、自動券売機、道路情報提供システム

　ｾｷｭﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ、顔認識ｼｽﾃﾑ　等

健康機器 ﾍﾙｽｹｱﾋﾞｼﾞﾈｽ

：電子血圧計、体組成計（体脂肪計）、電子体温計、歩数計

　ネブライザー、業務用電子血圧計、健康ｻｰﾋﾞｽ事業　等

その他

：パソコン周辺機器、RFID、ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ等

HCB

その他

IAB

ECB

AEC

SSB
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43%

9%

3%

20%

14%

11%

その他

売上高売上高

７，６３０７，６３０
億円億円

（２００７年度実績）（２００７年度実績）

売上高構成売上高構成売上高構成売上高構成
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健康機器

社会システム

車載電装品

制御機器／ＦＡシステム

電子部品
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2. ＧＤＧＤＧＤＧＤ２０１０２０１０２０１０２０１０ 長期経営構想長期経営構想長期経営構想長期経営構想

7



(C) Copyright OMRON Corporation 2008. All rights Reserved

ＧＤＧＤＧＤＧＤ２０１０２０１０２０１０２０１０ 長期経営構想長期経営構想長期経営構想長期経営構想
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経営目標:企業価値の長期的最大化

高収益構造の確立、ROE 10%の実現

収益を伴った成長企業の実現
２０１０年までに

第1ステージ(2001/4～2004/3）でめざしたもの

ＧＤＧＤＧＤＧＤ２０１０２０１０２０１０２０１０

2004/03にROE10.2%達成

収益と成長のバランス、事業価値の倍増
第２ステージ(2004/4～2008/3）でめざしたもの

・事業価値
*１

の倍増を見込む
・株主価値（ＥＰＳ）は108円（03年度）から

１８６円（07年度）に向上

センシング＆コントロール技術でソーシャルニーズを創造

グローバルに業界をリードする事業ユニットの集合体

*1 第２ステージの内部計算方式に基づく
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ＧＤＧＤＧＤＧＤ２０１０２０１０２０１０２０１０業績推移業績推移業績推移業績推移（（（（売上売上売上売上、、、、営業利益営業利益営業利益営業利益））））
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第１ステージ、第２ステージを通じて増収増益基調で推移

２００７年度には、６期連続の増収増益を達成

2011/032004/032004/032004/032004/03収益体質づくり 2008/032008/032008/032008/03

第３ステージ第２ステージ第１ステージ

収益と成長の
バランス

成長構造の
実現

2001/42001/42001/42001/4

2,000

4,000

6,000
売上高

8,000

２００１２００１２００１２００１年度年度年度年度 ２００２２００２２００２２００２年度年度年度年度 ２００３２００３２００３２００３年度年度年度年度 ２００４２００４２００４２００４年度年度年度年度 ２００５２００５２００５２００５年度年度年度年度 ２００６２００６２００６２００６年度年度年度年度 ２００７２００７２００７２００７年度年度年度年度

営業利益 営業利益率 ◆

（億円）

200

400

600

800（億円）

６６６６５３５３５３５３

７７７７，，，，６３０６３０６３０６３０

６６６６２２２２００００

７７７７，，，，２２２２３３３３９９９９

６６６６０８０８０８０８

６６６６，，，，１１１１６６６６００００５５５５，，，，９８７９８７９８７９８７

５５５５４７４７４７４７

8888.6%.6%.6%.6%8.8.8.8.6666%%%%9.9%9.9%9.9%9.9%
9.9.9.9.１１１１%%%%

６期連続
増収増益

※米国財務会計基準に基づき、過去数値は非継続事業組替後で計算
ITバブル崩壊で業績低迷

構造改革実行に

よるV字回復

・IAB生産構造改革
・SSB収益改善
・M＆Aでの売上拡大
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ＧＤＧＤＧＤＧＤ２０１０２０１０２０１０２０１０業績推移業績推移業績推移業績推移（（（（EPS、、、、ROE、、、、配当配当配当配当））））

第２ステージのＲＯＥは１０％を維持

ＥＰＳは１７０％に増加
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2

108

125

151

165

186

42
3430

2420
1013

10.3% 11.3%10.4% 10.7%

10.2%

0.2%

ＥＰＳ・配当（円）

200

150

100

50

0

250

0.0

10.0

20.0

30.0
ＲＯＥ（％）

ＥＰＳは１７０％に増加

EPS

ＲＯＥ

配当 ROE

配当

ＥＰＳ

２００１２００１２００１２００１年度年度年度年度 ２００２２００２２００２２００２年度年度年度年度 ２００３２００３２００３２００３年度年度年度年度 ２００４２００４２００４２００４年度年度年度年度 ２００５２００５２００５２００５年度年度年度年度 ２００６２００６２００６２００６年度年度年度年度 ２００７２００７２００７２００７年度年度年度年度

第１ステージ 第２ステージ
※米国財務会計基準に基づき、過去数値は非継続事業組替後で計算
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第３ステージ中期目標

事業価値を年平均１０％以上向上させる
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2001200120012001年年年年
４４４４月月月月

201201201201１１１１年年年年
３３３３月月月月

第１ステージ
（３年間）

第２ステージ
（４年間）

2008200820082008年年年年
４４４４月月月月

第３ステージ
（３年間）

2004200420042004年年年年
４４４４月月月月

収益体質

づくり

収益と成長の

バランス

成長構造の
実現

事業価値の年平均１０％以上向上

売上収益性 ： ＲＯＳ １０％程度

資本効率性 ： 投下資本回転率 １０％改善

投資収益性 ： ＲＯＩＣ １２％以上

＜第３ステージ中期目標＞

運営指標
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第３ステージ オムロングループのありたい姿

「夢」「誇り」「自信」
グローバルに存在が認知される企業を目指す
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自信
ＣＯＮＦＩＤＥＮＣＥ

誇り
ＰＲＩＤＥ

夢
ＤＲＥＡＭ

ソーシャルニーズを
創造する

社会の公器として
社会に貢献する

持続的に利益を
出し続ける
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事業価値算出方法

当社が定義する事業価値は各事業が将来に生み出す
ＦＣＦ（フリーキャッシュフロー）の現在価値の合計値

13

事業価値 1  ・ ・ ・ X年度

永続
価値

ＦＣＦ

DCF：
FCFの
現在価

値

＜事業価値計算式 ∑{ＦＣＦ／Ｒ }＞

事業価値向上のためには・・・

ＦＣＦの増大

・利益の増大
・運転資本の減少

・資本の効率化

割引率（資本コスト）
の減少

*

R* = 割引率（資本コスト）
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第３ステージ中期目標達成のシナリオ

既存事業の強化と新規事業の拡大により

持続的成長のメカニズムを実現する

14

２００７年度 ２０１０年度

事業価値

（１）既存事業の強化

（約８０％）

（２）新規事業の拡大

(約２０％)

事業価値の年平均
１０%以上向上

・各セグメントにおける注力事業の

事業価値向上をめざす

・中華圏での売上成長

・コア技術：
センシング＆コントロール技術

・アプリケーション：
安心・安全、健康、環境に着目し
ソーシャルニーズを創造

事業価値向上策 取組み内容＜中期目標＞

ＥＰＳ

２００７年度（実績） ２０１０年度

１８６円

約２６０円
営業営業営業営業
利益利益利益利益 ＥＰＳ

６５３億円 営業営業営業営業
利益利益利益利益

９５０～１,０００億円営業利益・ＥＰＳの指標
特に既存事業の強化に
よって収益力を高め、
事業価値の向上を図る。

中華圏での

事業拡大
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セグメント重点施策

各セグメントにおける注力事業の事業価値向上をめざす
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工場自動化用制御機器

（IAB）

家電・通信用電子部品

（ECB）

自動車用電子部品

（AEC）

社会システム

（SSB）

健康・医用機器

（HCB）

アプリケーション領域に特化しFAの品質、安全、環境に特に注力
さらにセーフティ事業、ＱＬＭ事業

＊１

、マイクロＰＬＣ事業など
高付加価値型ビジネスに最注力する

MEMS事業では「圧力、加速度、フロー、温度、音」の多種多様な
現象からセンシング&コントロール技術を用いて価値ある情報を
つくり出す高付加価値製品に注力する

ＥＰＳ（電動パワーステアリング）を中心に高成長を追求する

顔認識システムなどソーシャルセンサ
＊２

を新たなコア事業に加え
店舗･駅・施設･工場などの安心・安全を実現する

ネットヘルスケアを基盤としたホームメディカルケアを実現し

生活習慣病予防･改善のトータルソリューションを推進する

*２
「人」「車」「モノ」の状態を画像その他の情報から正しく理解・分析し、判断結果をアウトプットすることで社会の安心・安全に貢献するセンサ

*１
機械に熟練者と同じような品質検査力を持たせると同時に、効率的・効果的な品質改善・管理を行うソリューション事業
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（１）-１ 既存事業の強化
グローバルＮｏ.１へのポジションシフト戦略

事業価値向上に着目し、注力事業を設定

８つの事業を全社注力事業として重点強化
既存既存既存既存

16

グローバルグローバルグローバルグローバルＮｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．１１１１へのへのへのへのポジションシフトポジションシフトポジションシフトポジションシフト戦略戦略戦略戦略
ＱＬＭ（ＡＯＩ 基板検査装置）

ＥＰＳ液晶バックライト

リレー

セーフティ機器

血圧計 体組成計

マイクロＰＬＣ

収益の確からしさ

ポートフォリオマネジメントにより、それぞれの事業の事業価値を高め、グローバルに
業界をリードする事業ユニットの集合体をめざす

※既存のグローバルNo.1事業ユニット
（光電／近接センサ等）も継続強化

成
長
の
確
か
ら
し
さ

EPSEPSEPSEPS

マイクロマイクロマイクロマイクロPLCPLCPLCPLC

セーフティセーフティセーフティセーフティ機器機器機器機器

ＱＬＭＱＬＭＱＬＭＱＬＭ

液晶液晶液晶液晶バックライトバックライトバックライトバックライト

血圧計血圧計血圧計血圧計

体組成計体組成計体組成計体組成計

リレーリレーリレーリレー
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（１）－２ 既存事業の強化（中華圏成長）

年平均２０％以上の成長を見込む
第３ステージは第２ステージでの投資を踏まえ回収に取組む

既存既存既存既存
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約１８００

928

726

412411
325
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２００３
年度

２００４
年度

２００５
年度

２００６
年度

２００７
年度

２０１０年度
（見込み）

売上高
（ＭＵＳＤ）

30
%以上以上以上以上

成長成長成長成長

20
%以上以上以上以上

成長成長成長成長

中華圏売上推移中華圏売上推移
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(2)-1 Expanding New Businesses

「安心・安全、健康、環境」に着目し、ソーシャルニーズを創造

２０２０年度における連結売上の１５％程度の構成を狙う
新規新規新規新規

18
２０１０年度２００７年度

第３ステージ第３ステージ

新規事業の取組み新規事業の取組み

２０２０年度

１５％
程度

売上高

売上高

売上高

ＧＤ３ｒｄ
新規事業

ＧＤ３ｒｄ
新規事業

取組み領域 設定テーマ

・・・環境・エネルギー領域
（省エネ・省資源）

安心・安全領域： 対産業
（品質・効率化）

安心・安全領域： 対社会
（セキュリティ）

健康領域
（ホームメディカルケア）

電力計測、
ｿｰﾗｰﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ

＊２
他

レーザー微細加工、ＭＥＭＳ他

顔認識システム、
ソーシャルセンサ＊１他

ネットヘルスケア他

・・・

・・・

・・・

約７％

第３ステージにおける新規事業
の取組みは、１０年以上先の
事業拡大を狙う

*1
「人」「車」「モノ」の状態を画像その他の情報から正しく理解・分析し、

判断結果をアウトプットすることで社会の安心・安全に貢献するセンサ

*２
太陽光発電で作られる直流電力を、交流電力に変換し、

家庭用電力として使用可能とする機器
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コア技術であるセンシング＆コントロール技術により、
１０年以上先を見据えた新規事業を創出

新規新規新規新規

（２）－２ 新規事業の拡大：アプリケーション例①

19

＜ＯＫＡＯ：＜ＯＫＡＯ：＜ＯＫＡＯ：＜ＯＫＡＯ：セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ＞＞＞＞

第３ステージ 新規事業のアプリケーション例

店舗・駅・施設・工場など社会の安心・安全を実現

安心・安全 ＜セキュリティ： 顔認識システム＞
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コア技術であるセンシング＆コントロール技術により、
１０年以上先を見据えた新規事業を創出

新規新規新規新規

（２）－２ 新規事業の拡大：アプリケーション例②

20

＜ホームメディカルケア： ネットヘルスケア＞

血圧血圧血圧血圧
データデータデータデータ

血糖血糖血糖血糖
データデータデータデータ

歩数歩数歩数歩数
データデータデータデータ

体組成体組成体組成体組成
データデータデータデータ

アルゴリズムアルゴリズムアルゴリズムアルゴリズム

データデータデータデータ
ベースベースベースベース

エビデンスエビデンスエビデンスエビデンス / / / / 
コンテンツコンテンツコンテンツコンテンツ

顧客顧客顧客顧客：：：：
個人個人個人個人 民間企業民間企業民間企業民間企業 保険者保険者保険者保険者・・・・

事業主事業主事業主事業主
医療機関医療機関医療機関医療機関

生体生体生体生体・・・・行動情報行動情報行動情報行動情報センシングセンシングセンシングセンシング 生活習慣病予防生活習慣病予防生活習慣病予防生活習慣病予防・・・・改善改善改善改善
ソリューションソリューションソリューションソリューション

生活習慣病予防・改善のトータルソリューションを実現

健 康

第３ステージ 新規事業アプリケーション例
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コア技術であるセンシング＆コントロール技術により、
１０年以上先を見据えた新規事業を創出

新規新規新規新規

（２）－２ 新規事業の拡大：アプリケーション例③

21

＜エネルギー： 電力計測＞

省エネ法需要（原単位管理*1）への対応

電力電力電力電力のののの““““見見見見えるえるえるえる化化化化””””電力電力電力電力のののの““““見見見見えるえるえるえる化化化化”””” 対応力強化対応力強化対応力強化対応力強化対応力強化対応力強化対応力強化対応力強化 高精度計測技術高精度計測技術高精度計測技術高精度計測技術

各種通信技術各種通信技術各種通信技術各種通信技術
（（（（無線各種無線各種無線各種無線各種、、、、電力線通信電力線通信電力線通信電力線通信などなどなどなど））））

＋

（電力計測、タクトタイム・・）

無線無線無線無線

親機親機親機親機

集中監視集中監視集中監視集中監視・・・・分析用分析用分析用分析用ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア

フィールドバスフィールドバスフィールドバスフィールドバス

Ethernet

無線無線無線無線

遠隔設備遠隔設備遠隔設備遠隔設備

設備設備設備設備・・・・生産生産生産生産ラインラインラインライン

シリアルシリアルシリアルシリアル通信通信通信通信 or Ethernet

電力計測電力計測電力計測電力計測
センサセンサセンサセンサ

電力計測センサ

第３ステージ 新規事業アプリケーション例

環 境

*1 設備／製品毎の消費エネルギー管理
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半導体技術による
センシング＆コントロール技術の最強化既存既存既存既存

新規新規新規新規

事業基盤を強固にするコア技術の強化

22

MEMSマイクロフォンチップ

ウェハ上に成型された
RF MEMSスイッチ

＜ＭＥＭＳの例＞

敷地面積 : 42,000㎡

床面積 : 39,900㎡

【オムロン 野洲事業所 <滋賀県>】
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｢事業価値の年平均10％以上向上｣に向けた指標

23

２０１０年度の各セグメントの成長・収益性イメージ

過去３年間平均成長率

２００７年度２００７年度

Ｒ
Ｏ
Ｓ
（
％
）

２０１０年度２０１０年度

５

１０

２０

0
0% 5% 20%10% 15%

１５

ＥＣＢＥＣＢＥＣＢＥＣＢ

ＡＥＣＡＥＣＡＥＣＡＥＣ

ＨＣＢＨＣＢ

ＩＡＢＩＡＢ

（ECB、OPT除く）

ＳＳＢＳＳＢ

成長と収益の
向上
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事業価値向上に向けた個別事業の見通し（ＥＣＢ）

24

ＥＣＢでは、２０１０年度にＲＯＳ １０％以上を達成する

＜ＥＣＢの売上、営業利益推移＞＜ＥＣＢの売上、営業利益推移＞
２０１０年度に向けたROS向上への打ち手

２００６年度 ２００７年度 ２００８年度 ２００９年度 ２０１０年度

売上 営業利益

（億円）

1,384

131

1,542

126

1,545

115

2,100～2,200

210～230

ROS:
7%

ROS:

9～11%

(目標)(計画)

②中小型バックライト事業の収益性改善
・売上拡大
・利益率改善（ROS 4%ポイント改善）

③マイクロデバイス事業の拡大
・MEMSの売上拡大

①リレー事業の収益性最大化、および、
スイッチ／コネクタ事業の拡大



(C) Copyright OMRON Corporation 2008. All rights Reserved

事業価値向上に向けた個別事業の見通し（ＡＥＣ）

28

ＡＥＣでは、２０１０年度にＲＯＳ ５％を達成する

＜ＡＥＣの売上、営業利益推移＞＜ＡＥＣの売上、営業利益推移＞

２００６年度 ２００７年度 ２００８年度 ２００９年度 ２０１０年度

売上 営業利益

（億円）

933

-12

1,075

14

1,085

5

1,100～1,200

40～70

ROS:
１%

ROS:
4～6%

(目標)(計画)

２０１０年度に向けたROS向上への打ち手

①ＥＰＳの事業拡大と収益性改善
・グローバルでの売上拡大
・プロダクトミックスでの収益性改善

②生産性改善
・集中購買
・最適地生産

③販管費抑制
・SCMプロセス革新
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補足資料補足資料補足資料補足資料

SI-1



(C) Copyright OMRON Corporation 2008. All rights Reserved

IAB 製品紹介製品紹介製品紹介製品紹介

工場自動化用制御機器工場自動化用制御機器工場自動化用制御機器工場自動化用制御機器工場自動化用制御機器工場自動化用制御機器工場自動化用制御機器工場自動化用制御機器

売上高売上高売上高売上高：：：：３３３３，，，，２８８２８８２８８２８８億円億円億円億円 ／／／／ 営業利益営業利益営業利益営業利益：：：：５１９５１９５１９５１９億円億円億円億円

PLC
セーフティセンサーセーフティセンサーセーフティセンサーセーフティセンサー

温度調節機温度調節機温度調節機温度調節機 センサーセンサーセンサーセンサー

タイマータイマータイマータイマー 基板検査装置基板検査装置基板検査装置基板検査装置

SI-2
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家電家電家電家電・・・・通信用電子部品通信用電子部品通信用電子部品通信用電子部品家電家電家電家電・・・・通信用電子部品通信用電子部品通信用電子部品通信用電子部品
家電製品家電製品家電製品家電製品／／／／携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話／／／／通信機器通信機器通信機器通信機器／／／／アミューズメントアミューズメントアミューズメントアミューズメント機器向機器向機器向機器向けのけのけのけの電子部品電子部品電子部品電子部品、、、、家電製品家電製品家電製品家電製品／／／／携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話／／／／通信機器通信機器通信機器通信機器／／／／アミューズメントアミューズメントアミューズメントアミューズメント機器向機器向機器向機器向けのけのけのけの電子部品電子部品電子部品電子部品、、、、
液晶液晶液晶液晶バックライトユニットバックライトユニットバックライトユニットバックライトユニット液晶液晶液晶液晶バックライトユニットバックライトユニットバックライトユニットバックライトユニット

売上売上売上売上：：：：９７７９７７９７７９７７

リレー
スイッチ

光ファイバー

液晶液晶液晶液晶バックライトユニットバックライトユニットバックライトユニットバックライトユニット

光通信光通信光通信光通信デバイスデバイスデバイスデバイス

家電用電子部品家電用電子部品家電用電子部品家電用電子部品

売上高売上高売上高売上高：：：：１１１１，，，，５４２５４２５４２５４２億円億円億円億円 ／／／／ 営業利益営業利益営業利益営業利益：：：：１２６１２６１２６１２６億円億円億円億円

コネクタ

MEMS

ECB 製品紹介製品紹介製品紹介製品紹介

SI-3
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EPS
（（（（電動電動電動電動パワーステアリングパワーステアリングパワーステアリングパワーステアリング

システムシステムシステムシステム））））キーレスエントリーキーレスエントリーキーレスエントリーキーレスエントリー
システムシステムシステムシステム

レーザーレーダーレーザーレーダーレーザーレーダーレーザーレーダー

パワーシートスイッチパワーシートスイッチパワーシートスイッチパワーシートスイッチ

タイヤプレッシャタイヤプレッシャタイヤプレッシャタイヤプレッシャ

モニタリングシステムモニタリングシステムモニタリングシステムモニタリングシステム

パワーウィンドウスイッチパワーウィンドウスイッチパワーウィンドウスイッチパワーウィンドウスイッチ

売上高売上高売上高売上高：：：：１１１１，，，，０７５０７５０７５０７５億円億円億円億円 ／／／／ 営業利益営業利益営業利益営業利益：：：：１４１４１４１４億円億円億円億円

自動車用電子部品自動車用電子部品自動車用電子部品自動車用電子部品自動車用電子部品自動車用電子部品自動車用電子部品自動車用電子部品

車載車載車載車載リレーリレーリレーリレー

ミラーコントロールスイッチミラーコントロールスイッチミラーコントロールスイッチミラーコントロールスイッチ

AEC 製品紹介製品紹介製品紹介製品紹介

SI-4
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公共公共公共公共システムシステムシステムシステム公共公共公共公共システムシステムシステムシステム
駅務機器駅務機器駅務機器駅務機器、、、、道路交通管制道路交通管制道路交通管制道路交通管制システムシステムシステムシステム駅務機器駅務機器駅務機器駅務機器、、、、道路交通管制道路交通管制道路交通管制道路交通管制システムシステムシステムシステム

売上高売上高売上高売上高：：：：８５２８５２８５２８５２億円億円億円億円 ／／／／ 営業利益営業利益営業利益営業利益：：：：７０７０７０７０億円億円億円億円

SSB 製品紹介製品紹介製品紹介製品紹介

エントランスエントランスエントランスエントランス
セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ

ゾーンゾーンゾーンゾーン
セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ

モビリティモビリティモビリティモビリティ

セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ

自動改札機自動改札機自動改札機自動改札機

自動券売機自動券売機自動券売機自動券売機

道路交通管制道路交通管制道路交通管制道路交通管制システムシステムシステムシステム

セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ
ソリューションソリューションソリューションソリューション

SI-5
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健康健康健康健康・・・・医療用機器医療用機器医療用機器医療用機器健康健康健康健康・・・・医療用機器医療用機器医療用機器医療用機器

コーリンメディカルテクノロジーの買収により、

医療機関、医師へのアクセスを強化

体重体組成計体重体組成計体重体組成計体重体組成計 血圧計血圧計血圧計血圧計 体温計体温計体温計体温計

心電計心電計心電計心電計
低周波治療器低周波治療器低周波治療器低周波治療器

生体情報生体情報生体情報生体情報モニターモニターモニターモニター
血圧監視装置血圧監視装置血圧監視装置血圧監視装置

手術室手術室手術室手術室手術室手術室手術室手術室 病棟病棟病棟病棟病棟病棟病棟病棟

検査検査検査検査検査検査検査検査

家庭用健康機器家庭用健康機器家庭用健康機器家庭用健康機器 医療用機器医療用機器医療用機器医療用機器

売上高売上高売上高売上高：：：：７１６７１６７１６７１６億円億円億円億円 ／／／／ 営業利益営業利益営業利益営業利益：：：：９４９４９４９４億円億円億円億円

セントラルモニターセントラルモニターセントラルモニターセントラルモニター

動脈硬化検査装置動脈硬化検査装置動脈硬化検査装置動脈硬化検査装置全自動血圧計全自動血圧計全自動血圧計全自動血圧計

呼気呼気呼気呼気ガスモニターガスモニターガスモニターガスモニター

HCB 製品紹介製品紹介製品紹介製品紹介
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そのそのそのその他他他他のごのごのごのご案内案内案内案内

経営経営経営経営IR部部部部

Tel: +81-3-3436-7170     

E-mail : omron_ir@omron.co.jp

コンタクトコンタクトコンタクトコンタクト先先先先

http://www.omron.co.jp （（（（日本語日本語日本語日本語））））

http://www.omron.com （（（（英語英語英語英語））））
ホームページホームページホームページホームページ

東京東京東京東京、、、、大阪大阪大阪大阪、、、、名古屋名古屋名古屋名古屋、、、、フランクフルトフランクフルトフランクフルトフランクフルト上場市場上場市場上場市場上場市場

6645証券証券証券証券コードコードコードコード

レベルレベルレベルレベル１１１１（（（（スポンサースポンサースポンサースポンサー付付付付））））

1 ADR = 1 普通株普通株普通株普通株

店頭市場店頭市場店頭市場店頭市場 （（（（OTC））））

OMRNY

JPMorgan Chase Bank

ADR (American Depositary Receipts)

タイプタイプタイプタイプ

比率比率比率比率

上場上場上場上場

シンボルシンボルシンボルシンボル

発行者発行者発行者発行者
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